
【東京文化会館】 令和２年度　目標達成シート
基本方針 成果と課題

（成果、分析、評価、課題、対応）

■コロナ禍により海外招致公演が中止となり、例年のようなラインナップの実現が不可能であったが、国内最高水準の実演家団体により館の特色であるオペラ・バレエ公
演、各種コンサートが再開されている。
■実演家団体と共同で公演再開のための検証を実施したほか、無観客利用などコロナ禍に対応したホールの活用を展開し、アーティストや舞台関係者のコロナ禍におけ
る貴重な制作・発表の場を実現した。
■公演中止等により生じた空き枠を有効活用して、過密な稼働下では難しかった施設の点検・修繕工事を臨機応変に行い、常に安全を確保。感染症対策を徹底の下、高
度な技術とサービスにより、円滑な公演運営を支えた。

■「オペラ夏の祭典2019-20」は、コロナ禍により本公演、プレイベントともに中止。渡航制限等により国際的な連携が難しい状況となったが、8月のオペラBOXをはじめ、質
の高い公演を追及し、制作にあたった。11月の〈ヴォルフ作曲 歌劇「イタリア歌曲集」〉では、歌曲をオペラ化するという独創的な試みを実践。小ホールの舞台空間や音響
を生かしながら、コンテンポラリーダンスとコラボレートするなど「舞台芸術創造事業」の名にふさわしい内容を実現した。

■カーザ・ダ・ムジカの招聘は実現せずも邦人講師の起用やオンライン・トレーニングの実践により東京文化会館ワークショップ・リーダーの研鑽に尽力。コロナ禍において
も感染症対策を踏まえたワークショップを実現するなど、これまでの研鑽が結実する取り組みも見えた。
■今年度の東京音楽コンクールは、ピアノ部門、弦楽部門、金管部門を開催し、若手音楽家の飛躍に貢献。ピアノ部門では定員を超える申し込みが集まり、公開審査はチ
ケットの完売が出るなど注目を集めた。コロナ禍の影響を踏まえつつ、来年度以降も国際的な展開を見据えた運営を目指す。

■「夏休み子ども音楽会」等の子供向けの公演は、コロナ禍でも高い集客率を得た半面、幅広い働きかけを実践してきたワークショップやアウトリーチ、「まちなかコンサー
ト」等は、限定的な環境での実施となった。実施場所や参加人数の調整など内容を工夫しながら生の音楽体験を提供し続けるとともに、オンラインツールを駆使した新たな
「入口体験」の創出に努めた。感染症対策を徹底の下、引き続き音楽を通した多角的な働きかけを目指す。

■「オペラ夏の祭典2019-20」で上演予定であった「ニュルンベルクのマイスタージンガー」は、コロナ禍により関連イベントも含め中止。来年度の実施に向け、渡航制限等
の影響を視野に入れた柔軟な体制を整えるとともに円滑な運営を目指す。
■パラリンピックに向け社会包摂事業を継続的に展開。「リラックスパフォーマンス」をはじめ、特別支援学校へのアウトリーチやオーケストラコンサートを実施したほか、高
齢者向け音楽ワークショップの検証を継続して実施し、その検証活動が国際会議や共同研究で取り上げられるなど成果を上げた。

■館独自のガイドラインに基づいた感染症対策を徹底し、利用者・来館者の安全安心に寄り添う運営体制を整えた。また、館内で防災訓練を2回実施し、一人ひとりの防
災意識を喚起。
■臨時休館や外出自粛中でも、「いつでも誰でもどこでも」動画を鑑賞できる「東京文化会館チャンネル」開設。
■多言語・バリアフリー対応の公演・ワークショップを実施したほか、英語版公演カレンダー(毎月発行)やバリアフリーアクセス案内を更新（令和3年3月末進行中）するな
ど、多様性を意識したアクセシビリティ向上に努めた。

【定量目標】 H29年度実績 H30年度実績 H31年度実績 R2年度目標値 R2年度達成値 （成果、分析、評価、課題、対応）

稼働率：大ホール（％） 91.8 91.3 91.9 90.0 45.4（※92.8）
コロナ禍による中止・延期に伴う利用区分を算定除外した結果、高い稼働率を維持し、目標達成。他団体と共同して公演再開に向けた検証を行う等、文化芸術団体に寄
与する先駆的な試みを実践した。

稼働率：小ホール（％） 83.4 83.2 81.7 80.0 48.1（※80.7） 大ホール同様、目標達成。感染症対策を徹底の上、通常の貸館に加え、延期対応や無観客利用など、引き続き柔軟で円滑な貸出しを目指す。

自主事業入場者数（人） 83,494 124,444 98,962 65,000 35,525
コロナ禍による公演中止・延期や客席の収容率制限などにより、昨年度に比べ減少傾向。高齢者や外国人の来場者数に影響が大きく出たため、観客層の新規開拓を目
指す。

≪事業実績値≫ H29年度実績 H30年度実績 H31年度実績 R2年度目標値 R2年度達成値 （成果、分析、評価、課題、対応）

ＨＰアクセス数（件） 3,119,720 2,295,619 3,940,244 1,771,347
コロナ禍による休館や公演の中止・延期、それに伴う広報活動の縮小等によりアクセス数が減少傾向。引き続き事業と連動した情報発信に努めるとともに、新規ツールの
積極的活用を目指す。

音楽資料室ウェブ閲覧
数（件）

56,708 89,607 　　109,796 138,420 HPとの連携やSNSでの情報発信など昨年度からの継続的な取り組みを展開。自粛に伴うアーカイヴ利用のニーズが高まり、昨年度より閲覧数増加。

メルマガ会員数（人） 19,505 22,166 24,873 25,751 HPとの連携や公演情報等を適宜配信することで事業を効果的にPRするなど、継続的な情報発信に努めた。昨年度より会員数増加。

外部評価 評定結果 総括的な意見（総評）

Ａ
■「オーケストラとオペラ歌手の試演」は、声を伴う演奏会の先駆けとなり、メディアでも多数報道されるなど、コロナ禍における各劇場・音楽堂や芸術団体の主催事業をリードする事業となった。芸術的な成果も相まって、重要な事業実施だったと言える。「ヴォルフ作曲　歌劇「イタリア歌曲集」」は映像を
拝見したが、各アーティストのパフォーマンスの力もさることながら、とりわけ歌曲を劇化する時に必須となる、その構成力に魅せられた。貸館予約のキャンセル対応も状況を鑑みて真摯な対応をとられていたことも公共ホールの姿勢として、難しい判断だったと拝察するが、各芸術団体に対する支援に
つながったと考える。そうした各種制約のなかでも安全性の確保に向けた各種検証実験、細やかな対応などが適切におこなわれていたと考える。オンラインの展開がコロナ禍において、着々と進められていたことは今後につながる取り組みとなったと考えられる。来年度国際共同制作によるオペラ公演
が夏に予定されるなど大きな事業が待っているが、そうした事業実施への期待も高まるところだ。
■コロナ禍において公演中止等の調整や再開のための感染防止策の取り組みはクラスターを起こす事なく運営され、オンラインでの配信の迅速な対応などのご努力はこの状況下でも様々な項目の達成値の数字が表していると思い、素晴らしい事だと評価する。
■ホールを全く使えない時期もあれば、使えると言っても客席の数量的制限や開催時間帯の制約等が課され、催事が十全な規模で行えない状況が継続する中にあって、極めて前向きで、もちろん必要な配慮が慎重になされつつ、会館が運営され、コンクール等、時期的に容易でない大規模催事も無
事遂行されたことは驚嘆に値する。今回のような出来事は日本の公共ホールにとって初めての試練でありながら、公共ホールとして日本のトップの地位を占める東京文化会館が模範的かつ積極的に最大限可能な事業を展開したことは、2020年度の日本の大きな励ましとなったと言える。この困難な状
況は長期化が見込まれ、どうしても高齢者が主体となってきていたオペラ、バレエ、コンサートの今後には不安定な材料があると考えられる。また、今回のウイルスの流行が仮に落着したとしても、近未来に懸念される同種の事柄もあると予想されねばなるまい。そうすると、東京文化会館にとっての「世
界最高水準の公演」が、歌舞伎や能や雅楽でなくオペラやバレエやコンサートであるからには、必然的に西洋人の外来アーティストにかなりの比重を置くことになり、現在の東京文化会館の存在理由は、常にリスクにさらされ続けるといえる。「世界最高水準」の公演をなるべく多く打つことが東京の公共
ホールの代表である東京文化会館にとって重要だということは今後も変わるものではないが、創造・発信・教育という存在理由を高め、国内のタレントをよりいっそう活用し、いざというときにも揺るがぬ存在感を示し続けられるような、分かりやすく言えば「鎖国情況」が長期化しても存在意義が揺らがな
い、オペラ、バレエ、コンサートの殿堂としての性格づくりが、今後の大切な課題であろう。　疫病禍とＩＴ化が相俟って、ライヴの意味さえ急速に問い直されるようになったこの時代にふさわしく、かつ持続可能な、新たな戦略が、公共ホールとして設定し直される時期に来ているのかもしれない。関係各位
の斬新な発想と努力に期待します。
■基本方針、達成目標、その成果から課題の分析、そして評価まで素晴らしい。数字を見ても,大きなハンディーのなか､文句のない成果を上げている。優れた芸術の鑑賞から創造、そして社会包摂まで、また会館の維持･運営･管理と、問題や改良の提言など一切無いように思う。この成果は全館の皆
様のご努力だと思う。特筆すべきは「東京文化会館チャンネル」だろう。この事業により日本の、いや世界の文化芸術識の意識を変える「革命」の力があると思う。

Ａ：目標を十分に達成し、成果を上げている
Ｂ：目標を概ね達成している
Ｃ：目標を十分に達成しておらず、改善が必要である

東京文化会館の基本方針は、以下のとおりである。

１　良質な公演の鑑賞機会の提供

　貸館による世界最高水準のオペラ、バレエ、クラシックコンサート
等の公演が、当館の「音楽・舞台芸術の殿堂」との評価を確立して
いる。これまでに築き上げた信頼関係を活かし、質の高い公演を
誘致するとともに、安全・安心を確保しつつ、高い舞台技術・提案
力により本格仕様の演出を実現し、主催者・観客の双方にご満足
いただくこと、公演の質に見劣りしないホスピタリティ・サービスで
お客様に快適にお過ごしいただくことに尽力し、更なる館の価値の
向上を図っていく。

２　公立文化施設としての積極的な自主事業の展開

　劇場法、東京文化ビジョンを踏まえるとともに、東京2020大会を
見据え、公立文化施設の果たすべき役割を意識した自主事業を
積極的に展開していく。芸術文化の継承・発展に貢献すべく、新た
な舞台芸術の創造・発信、新進音楽家等の専門人材の育成、次
世代や潜在的顧客への教育普及に取り組むとともに、子供から高
齢者、障害者などの社会包摂・社会的課題の解決に向けた取組
みを積極的に実施していく。

３　安全・安心の施設管理

　安全管理に十分配慮し、予防保全的メンテナンスを実施し、お客
様の安全と安心に万全を期す。また、高齢者、障害者、外国人
等、あらゆるお客様の立場に立ったホスピタリティ溢れるサービス
の提供を行う。

４　当館の目指す姿

　上記１から３及び多様な魅力と機能の活用により、当館は「より
多くの人々に集い親しまれる劇場」を目指していく。高水準の舞台
芸術を鑑賞されるお客様を大切にしつつ、音楽・舞台芸術の素晴
らしさをより多くの方々に味わっていただけるよう、「音楽の入口体
験から本格鑑賞・演奏への橋渡し」をするとともに、乳幼児から青
少年、子育て世代、高齢者までのあらゆる世代、障害者、外国人
等様々な個性を有する方々にとって「参加交流」できる「広場」とな
り、「社会包摂」のための「居場所」となることを意識していく。

達成目標

定
性
目
標

（令和2年度における目標）

１　質の高い鑑賞機会の提供
　国内外の最高水準のオペラ・バレエ公演をはじめ、良質なクラシックコンサート等を誘致し、お客様に満足していただける公
演ラインナップとサービス空間の提供、引き続き高いホール稼働を目指す。実演団体との公演日程調整等を的確・迅速に行う
とともに、施設設備のメンテナンスを万全にし、確かな技術力とサービスで公演運営をサポートする。

２　音楽・舞台芸術の創造・発信
　舞台芸術の創造発信拠点として、既成の枠にとらわれず、新たな可能性を探求した作品を創造し発信する。国際共同制作
による東京2020大会の文化プログラム「ニュルンベルクのマイスタージンガー」をはじめ、国内外の一流の演出家・出演者との
協働や国内外の劇場との連携を図り、質の高い創造とともに、新たな顧客の開拓、全国への幅広い成果の還元を図る。

５　東京2020大会とその後のレガシーを見据えた施策の展開
　東京2020大会期間中に館内を開放してコンサートやワークショップ等の多様なプログラムを提供し、文化の面から盛り上げ
るとともに、その後のレガシーを見据えた施策の展開を進めていく。

６　ホスピタリティの充実と安全対策の強化
　誰にも優しく、安全安心な施設を目指し、バリアフリー化や多言語対応の取り組みを着実に推進していくとともに、東京2020
大会期間中のテロ対策・危機管理を徹底し、お客様への安全対策の強化を図っていく。

定
量
目
標

総合的な所見（自己評価の総評）

■コロナ禍により、令和2年4月9日～6月7日まで臨時休館となり大・小ホール公演の中止・延期、音楽資料室が休止。6月8日より東京都ロードマップに則り客席収容率50％の状態でホール、音楽資料室を再開。9月18日に一定条件のもとに収容率が100％に緩和されホール利用実績も回復傾向。令和
3年1月7日に再び発出された緊急事態宣言によって貸館公演の中止・延期等が発生している。コロナ禍による一連の影響が、今年度の定性・定量目標の達成状況にも及んでいる現状である。館としては、国・都の方針や公文協ガイドラインを参考に、館の実態を踏まえたガイドラインを策定の上、公演
関係者等へ周知徹底するとともに、施設内の消毒、換気、アクリル板の設置、設備・備品の抗菌加工等の感染症対策を徹底。来館者に手指消毒・マスク着用を促すとともに、館内各所で従事するスタッフの健康管理にも注意して運営し、全ての貸館・主催公演をクラスターが発生することなく安全に運営
できた。
■文化の灯を絶やさないため、国内最高水準の実演家団体と共同しながら、演者間の距離や飛沫対策の制限下において「オーケストラとオペラ歌手の試演」、「オーケストラピット内の空気循環の検証」、「安全なリハーサルの検証」など、全国に先駆けて取り組み、館を象徴するオペラ・バレエ公演、
オーケストラ公演の再開に大きく貢献し、質の高い生の音楽を鑑賞する貴重な機会を提供。配信や収録などの無観客公演の貸出しを行うなど、現状に対応したホールの活用に取り組んだ。
■自主事業においては、コロナ禍による表現、演出、客席収容率の制限を受けながらも、創造発信、人材育成、教育普及の３本の柱を軸に幅広く展開。11月の〈ヴォルフ作曲 歌劇「イタリア歌曲集」〉では、歌曲のオペラ化という独創的な試みと異分野との融合を両立し、「舞台芸術創造事業」の名にふ
さわしい作品を制作し、高い評価を得た。「東京音楽コンクール」では、他のコンクールが中止される中、一次緊急事態宣言下にも関わらず多くの申し込みがあり、感染症対策を工夫して全ての審査、実演を安全に行い、若手音楽家に貴重な研鑽の場を提供。ワークショップ事業では、邦人講師の起用
やオンラインの活用により人材育成に尽力したことに加え、オンライン配信の実施やコロナ対応版プログラムの考案など充実した取り組みを見せ、これまでの活動が結実する成果をみせた。社会包摂事業では、多様な層を対象としたコンサートやアウトリーチ、ワークショップを館内のみならず地域施設
や団体と連携しながら実施。手話通訳や鑑賞サポートの導入、オンラインも活用し、幅広い働きかけを展開した。高齢者向け音楽ワークショップの検証は継続して実施し、その内容が欧州国際会議や文化庁と九州大学の共同研究でも取り上げられるなど注目を集めた。
■コロナ禍により附帯施設の管理手数料確保に困難を極める中、外部資金の獲得を積極的に行うことによって主催事業の運営資金を補填し、充実した事業運営を支えることができた。
■事業と連動したプレスリリースを効果的に展開するとともに、屋外サイネージの活用や広報誌の改良など多角的な情報発信を展開。中でも、YouTube「東京文化会館チャンネル」開設により映像配信を強化し、コロナ禍における音楽鑑賞機会の拡充に大いに機能した。今後は、新会員制度「東京文化
会館メンバーズ」(来年度以降)の運用も踏まえ、更なる発信力強化を目指す。
■「創遊・楽落らいぶ」など英語字幕を取り入れたインバウンド対応公演や英語版ワークショップを開催したほか、英語字幕付きの映像配信を実施。公演カレンダーの多言語化や利用者の要望に応えて和式トイレにピクトサイン（多言語標記）を設置した。「リラックス・パフォーマンス」では手話通訳や鑑
賞サポートを導入。バリアフリーの観点から公園口移設に伴うアクセス案内も更新するなどアクセシビリティ向上に向けた取り組みを実践した。

３　新進音楽家等の専門人材の育成・支援
　「東京音楽コンクール」を一層充実させ、国内外の才能あふれる新進・若手音楽家を発掘、主催事業での起用や、海外での
演奏機会を提供する等の支援を行い、芸術性・社会性を備えた芸術家へと育成していく。また、アートマネジメント人材や、教
育普及プログラムを牽引するワークショップリーダーなど、制作や事業運営を支える専門人材の育成も進めていく。

４　次世代への音楽文化の継承と教育普及、社会包摂・社会的課題の解決に向けた取組の実施
　子供たちの音楽や舞台の喜び体験を通じた豊かな感性の育成と、音楽文化の次代への継承を図る。音楽への関心が低い
層に対し、気軽に音楽・舞台芸術に触れる「入口体験」の機会を広く提供する。高齢者や障害者など、社会的に孤立しがちな
人々に対し、豊かな感性やコミュニケーション、自己肯定感等を涵養し、生きる力を高める一助となるべく、手軽に音楽の楽しさ
を体験できる参加交流型のワークショップや、芸術家と直接触れ合うアウトリーチ活動等を積極的に実施する。

【資料３】



【東京芸術劇場】 令和２年度　目標達成シート

基本方針 成果と課題

（成果、分析、評価、課題、対応）
 4月7日の「緊急事態宣言」により、2カ月休館となり、宣言終了後も、公演関係者の稽古が
十分に出来ず、７月までほとんどの公演が中止もしくは延期となった。再開後は、業界のガ
イドラインに基づき、舞台と客席の間にビニールシートを垂らすなどのコロナ感染防止対策
を徹底しながら、安全安心な館運営に努め、公演を実施した。建物設備に経年劣化がみら
れるが、年間を通じて不具合はなく、現在劣化診断の結果待ちである。開館30周年の記念
日である10月30日には、「フィガロの結婚」「真夏の夜の夢」を上演することが出来、記念
パーティーに替えて近隣の関係者に記念グッズをお渡しして好評を得た。

 緊急事態宣言の発出により、大手から小劇場集団まで200超の舞台芸術関係者に
よる「緊急事態舞台芸術ネットワーク」が、クラシック音楽業界では「クラシック音楽公
演運営推進協議会」が組織されたが、両者の発足にあたっては芸劇が多大な貢献
をした。これらの団体が、文化庁と公文協で作成した劇場再開のガイドラインに基づ
き、業界としてのガイドラインを作成し、感染防止に取り組んでいる。
２０２０年の　読売演劇大賞　「真夏の夜の夢」に主演された鈴木杏さんが最優秀女
優賞とともに、大賞に選ばれた。鈴木杏さんは、紀伊國屋演劇賞の個人賞にも選ば
れた。
シアターオペラ「フィガロの結婚」は地方劇場での上演も行われた。

東京芸術祭は、メイン事業の「ローマ悲劇三部作」の招聘を断念して、演出家イ
ヴォ・ヴァン・ホーヴェの演出作品の字幕付き上映に切り替え、また、タニノクロウは
フィジカルな公演内容からVRによる映像上演に切り替えるなど、柔軟に対応した。
3年目を迎えたサラダ音楽祭は規模縮小し、コンサートホール公演に加え、豊島区と
連携してグローバルシアターでのミニコンサートを実施した。

緊急事態宣言終了後、野田芸術監督による東京演劇道場の道場生を中心とした4
組の役者たちを演出する「赤鬼」を宣言再開後に実施し、感染症対策を徹底して無
事最後まで公演できた。音楽のジュニア・アンサンブルの事業では、コロナ禍で時間
のできた指導者が熱心に教えてくれて成果が上がった。障害者アーツ事業ではリ
モートも取り入れるなど工夫して行った。

【定量目標】 29年度実績 30年度実績 31年度実績 R2年度目標値 R2年度達成値 （成果、分析、評価、課題、対応）

稼働率：大ホール（％） 74.7 78.2 76.1 62.0 57.9
コロナの影響によるキャンセル返金希望が186コマ生じたことにより、稼働率が低下
し、目標値に達しなかったが、コロナ禍においては健闘した。（休館中はカウント外）

稼働率：中ホール（％） 98.6 98.5 99.2 87.0 67.0
プレイハウスは、プロフェッショナルな興行元の長期使用が多いため、再開後も公演
中止の影響を受け、稼働率が大幅に下がった。（休館中はカウント外）

稼働率：小ホール１（％） 99.0 98.9 99.8 96.0 83.3
シアターイーストは、主催事業、提携事業が多く、感染防止対策を行いながら公演が
実施出来、8割以上の稼働率を維持できた。（休館中はカウント外）

稼働率：小ホール２（％） 99.0 98.7 97.9 94.0 70.6
長期公演の中止もあり、稼働率は伸び悩み、目標値を大きく下回った。（休館中はカ
ウント外）

自主事業等入場者数（人） 282,885 346,565 282,257 350,000 102,787
2か月間の休館による公演中止、再開後事業実施できたものの、年間を通じて動員
は伸び悩んだ。

≪事業実績値≫ 29年度実績 30年度実績 31年度実績 R2年度目標値 R2年度達成値 （成果、分析、評価、課題、対応）

附帯事業収入（千円） 98,149 98,139 87,012 55,866

2か月間の休館が響き、その後も来館者の減少により売上も低迷した。5月には1階
パン屋が退店、2月にはさらに2階のイタリアンが退店。パン屋の退店後には別店舗
が入店したが、2階店舗は空き状態であり、別の用途での使用を計画中。

協賛金等獲得金額（千円） 123,428 331,885 113,295 145,343
30周年記念にちなみ、一昨年より、芸劇パートナーズには複数口数の協力依頼など
で健闘した。さらに、コロナ補正予算である経産省のJ-LODlive、文化庁の収益力強
化事業といった外部資金の獲得に尽力した。

ＨＰアクセス件数 6,516,572 6,459,392 6,295,116 3,860,872
休館中にアクセス数が落ち込み、再開後も公演のキャンセルなど公演数の減少に
伴い落ち込んだものの、3月以降回復傾向である。

外部評価 評定結果 総括的な意見（総評）

Ａ

・長引くコロナ禍での緊急事態によって、プログラムの変更、日程調整、感染予防対策等の上演時の運営など数々のご苦労の中、公共劇場として幅広い層の市民が興味を持って楽しめるプログラムと、一方、新しい価値の創造や発掘そして人材育成のた
めのプログラムが両立・融合するよう様々な工夫がなされ、個々の事業の達成は目標通りとはならなかったが、外部資金獲得の努力も成果を上げ、健闘したと思う。芸劇の企画力と質の高い公演は、2020年の主演俳優の数々の素晴らしい受賞からも窺
える。200超の舞台芸術関係者による「緊急事態舞台芸術ネットワーク」及びクラシック音楽業界での「クラシック音楽公演維持推進協議会」の発足への貢献は、30周年を迎えたこれまでの芸劇の実績とネットワークの力によるところが大きかったと推察され
る。コロナ感染症による外出自粛などでやむを得ず中止・縮小した事業も少なからずあり、この期間の評価を行うのは困難であるが、この状況下で、実施に至らなかった事業でも、実施に向けての関係者の様々な努力により、新たな運営方法の可能性が
見出された事業があることも素晴らしい。コロナ禍は未だ先が見えず、来年度は備えとして、必ずしも海外の著名オーケストラの招聘によるブランド向上に頼らない方法やプログラムを組んでいく必要があると考える。
・令和2年度はコロナ禍による緊急事態宣言の発出を受けて、「緊急事態舞台芸術ネットワーク」や「クラシック音楽公演運営推進協議会」が結成された。その発足に当たって東京芸術劇場が多大な貢献をしたことを高く評価する。
社会全体の中でも特に舞台芸術はコロナ禍により深刻な影響を受けた。コロナ禍による公演中止等のために、芸劇の例年の自主事業等の入場者数はおよそ30万人内外であったものが、令和2年度は約9万人にまで落ち込んでいることから、その影響の
甚大さがわかる。これは、通常年の社会状況とはまったく異なっていることから、いかに来館者間の感染の拡大を防ぎつつ劇場やホールを再開することができたか、または、いかに将来に向けた活動再開のヒントを得ることができたかが令和2年度の事業
評価の重要なテーマとなると思われる。
新型コロナウイルス感染症により、「不要不急」の外出や人の集まりが制限される中、劇場やコンサートホールにおいては非常に多くの公演が中止となった。そのような状況に対して、何とかして公演を実施したいという多くの劇場関係者の努力により、令
和2年の秋口以降からは業界の定めるガイドラインに沿って一定程度の公演が上演されるに至った。芸劇では、そうした中から「真夏の夜の夢」などの優れた成果を挙げた舞台が生まれた。
この間の経営面の努力については、各種補助金の獲得状況は達成度が理解しやすい一方、貸館事業の収支相償の達成という点については、現在の劇場側自己評価の説明では状況が分かりにくい。わかりやすい説明をお願いしたい。
・①総合的に、新型コロナ感染拡大を受けた苦境の中に在っても、それなりの最善が尽くされていたという印象を受ける。音楽部門では読響のシリーズ、「フィガロの結婚」、また演劇部門では「真夏の夜の夢」「パレード」の上演など、この時期によく実施で
きたと思われる上演もあった。制作関係者の努力を讃えたい。②以前にも要望したが、聴衆へのサービスの一環として、音楽部門での公演のアンコール曲掲載を、主催公演・貸しホール公演においても、ぜひ実施するべきである。③店舗の撤退は残念だ
が、「別の用途」とはいっても、代わりにあまりヘンな店は入れないでいただきたい。レストランとティー・ルームは、休憩団欒の一環として必要である（１店だけでは、貸し切りになることが多いと、他の客はどうしようもない）。
・極めてコロナ禍という困難な状態において、ぎりぎりの選択のもと、公演された演目等においては十分な成果を上げたと思う。目標に対しては、概ね成果を評価する。

Ａ：目標を十分に達成し、成果を上げている
Ｂ：目標を概ね達成している
Ｃ：目標を十分に達成しておらず、改善が必要である

達成目標

１　ミッション

（１）芸術文化の創造・発信の拠点
　東京の音楽・舞台芸術を代表する顔として長期
的な視点にたった作品創造と国内外への発信

（２）人材育成の拠点
　舞台芸術の現場をささえるプロフェッショナルの
育成

（３）教育普及の拠点
　次代を担う子供たちへの本物の舞台芸術の伝
達

（４）賑わいの拠点
　芸術の香りのする、誰にとっても楽しく賑わいの
ある空間の創出

２　基本方針

（１）「東京文化ビジョン」等に基づく着実な事業
     推進

（２）劇場法の理念に基づく劇場運営

（３）劇場の安全・安心の確保

（４）顧客満足度の高いサービスの提供

（５）地域に根ざした劇場運営

（６）効果的で効率的な管理運営

（７）コンプライアンスの徹底

定
性
目
標

（令和2年度における目標）

①安心・安全の確保、ダイバーシティの推進
開館30年目を迎え、大規模修繕からも8年が経過しており、建物・設備の経年劣化がみられることから、日常点検を適切に実
施するとともに、ホール運営事業との調整を行いつつ時機を捉えた補修を実施する。また、災害時・緊急時に備え、職員と委
託事業者が連携を密にした避難訓練や安全対策を実施し、東京2020大会の開催を迎え、危機管理体制の強化を図る。さら
に、ダイバーシティを意識し、バリアフリー化を進め、ホスピタリティ向上に努める。

②国内外におけるプレゼンスの向上
東京2020大会の開催、開館30周年を意識したクオリティーの高い創造発信事業を行い、話題性のある作品を上演する。国内
においては地方館との結びつきを深め、相互連携プログラムを強化する。国際的にも舞台芸術界における東京芸術劇場の
ブランド化を図る。

③地域に根ざした事業展開
東京都の文化行政との連動を意識した事業展開を行うとともに、東京芸術祭の拠点として、公演を成功裏に終わらせる。ま
た、豊島区及び池袋地域各種団体が主催する地域イベントを様々な形で支援する。

④人材育成・教育普及事業の効果的な展開
日本の舞台芸術を発展させるアーティスト、スタッフの育成に資する東京芸術劇場ならではのシステムを強化する。また、子
供たちへの舞台芸術との出会いをデザインする。さらに、障害や社会的課題を持つ人々の芸術活動環境の整備、充実を図
る。

定
量
目
標

総合的な所見（自己評価の総評）

　令和2年度決算見込みは、6月末時点でおよそ6億4千万円の赤字（内訳は、自主事業が1億7千万円の減、ホール等の貸出収入が4億7千万円の減）と予想していたが、芸劇30周年を迎え、財団からの特定資産１
億4千万円、文化庁からの補助金6千万円を活用して活動し、その後も、経済産業省のJ-LODliveから7700万円、文化庁の収益力強化事業として840万円の外部資金を獲得した結果、自主事業は黒字化し、特定資
産を全額使用せずに事業実施が出来た。
１回目の非常事態宣言解除後は、公演を実施できたことにより、受託会計でホール等貸出収入不足は2億4千万円まで回復し、経費削減努力もあり、受託会計は約1億円ほどの赤字にまで回復した。そして、貸出収
入では、利用料金制のため指定管理料とすることで、財団本部による都への粘り強い交渉により、東京都からキャンセル分については補填されることになり、収支相償を達成できた。
　
　このような状況の中、田中泯さんがJaDaFo(日本ダンスフォーラム)賞大賞を受賞、読売演劇大賞には、昨年の橋爪功さんに続き、　「真夏の夜の夢」主演の鈴木杏さんが最優秀女優賞とともに、大賞に選ばれた。
鈴木杏さんは、紀伊國屋演劇賞の個人賞にも選ばれ、質の高い公演を実施できた。
演劇・舞踊関係の「緊急事態舞台芸術ネットワーク」、クラシック音楽業界の「クラシック音楽公演運営推進協議会」と、業界のネットワーク化に貢献することが出来、今後は、業界と共に文化庁などとも積極的に交渉
していきたい。
　


